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新年のご挨拶       

             

          

           

                        八碁連会長 藤森 力 

 新年あけましておめでとうございます。 

 昨年 4月より八碁連会長を仰せつかり、あっという間に９か月が過ぎ去って

しまいました。振り返ってみますと一番印象に残ったのは 6 月の子供囲碁大会

です。まだ小学校２,３年の子ども達が二十数名、9 路盤１３路盤１９路盤で囲

碁を楽しんでいました。この子たちが、これからの八王子囲碁界を背負っていく

わけであり、囲碁という日本の伝統文化を脈々と引き継いでいく姿を、目の当り
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八王子囲碁連盟の目的 
 
八碁連は市民が、伝統文化である囲碁を
通じて親睦を図り、健康が維持できるよう
な機会を提供し棋力の向上を目指すととも
に、囲碁の啓蒙と普及に努めることを目的
とする。 
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にした思いです。 

 この子たちに囲碁を教えてきたのは言うまもなく八碁連の囲碁案内人の皆

さん達です。八碁連の目的である「囲碁の啓蒙と普及」がしっかり根付いている

証左であり、これからも継承していかなくてはなりません。 

 今年は 9月の案内人会議の議論を踏まえ、子供囲碁大会は、11月を予定して

います。６月が新学期直後で参加者が少ない為、開催時期を調整し、また減少し

ている囲碁案内人の拡充を図っていこうと考えております。 

 また、11 月 23 日開催された市民文化祭・囲碁大会も深く印象に残っており

ます。八王子初宿市長、八王子文化連盟土井理事長、東浅川保健福祉センター長

谷川館長のご来臨を頂き、一般市民 29名を含む参加者 102名の熱戦が繰り広げ

られ、成功裏に終わる事ができました。八碁連としては、これからも八王子文化

連盟の一翼を担い、市民囲碁大会の充実を図っていこうと思います。 

 コロナ禍の影響と高齢化による会員の減少がありますが、一つ一つのイベン

トを充実させ、会員同士の親睦を深め、健康維持に努めていこうではありません

か。私も現役を退いて２０年が経過しましたが、この間、囲碁と地域の獅子舞が

日常生活の中心でした。もしも囲碁との出会いがなかったら一日テレビの前で

退屈な時間を過ごしていたに違いありません。週の大半を囲碁活動に費やす事

ができ、囲碁にも八碁連にも感謝、感謝です。 

 今年も会員の皆さんが八碁連の活動を通じ健康で、明るく、楽しい囲碁ライ

フの一年を送れますよう心から祈念し、新年のご挨拶とします。  

  

 

 

                          

                            

          

の 

 

★令和 7 年度八碁連二段以下・囲碁大会の結果 

 

  日 時   １2月７日（日）9：00～17：00   

  会 場   東浅川保健福祉センター４階  

参加者は、総勢 38名。Aクラス 20名、Bクラス 18名に分かれての熱戦 

併せて、プロ棋士（吉原由香里六段）による指導碁の実施 

お知らせ
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Aクラス 

 優勝 ：阿部仁志・初段（恩方）→二段 

 準優勝：堀 哲夫・初段（南大沢） 

 三位 ：秋山一雄・二段（長房）  

Bクラス 

 優勝 ：吉原貴己・三級 （恩方）→二級 

 準優勝：松田都美雄・二級（元八） 

 三位 ：佐藤正宏・初段 （元八） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導碁は午前１局４面打ち、午後２局４面打ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

★子ども囲碁教室のお知らせ（広報八王子（12・15）より） 

昨年南さんが亡くなられましたが、講師として三島さん（浅川）中心に、棚原さん

（元八）、小沢さん（恩方）が対応しております。 

 

主催：東浅川保健福祉センター 

開催日：1 月 7 日、2 月７日、21 日、3月 7 日、21 日（毎月第一、第三土曜日） 

開催時間：毎回午前 9：30～11：30 
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開催場所：東浅川保健福祉センター 

対象：八王子市内在住、在学の小中学生 

先着：20名 

申し込み先：東浅川保健福祉センター電話（667）1331 

  

 【編集後記】 

 

 明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

 最初に、前回に引き続き取材した大和田の囲碁講座について紹介いたします。

毎週土曜日 9：00 から 11：30。前半は詰碁と次の一手、後半は対局となってお

り、それぞれ解説があります。講師は池田さん、協力者は鈴木さん（同好会会長）、

森本さん、矢島さん。いずれも八碁連に所属しております。講座の模様を写真で

紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 最近、囲碁を始められる方や子どもに囲碁を教えたいのですが、どのように接

したら良いのか悩んでおります。囲碁は、わかりにくく、とっつきにくいですよ

ね。初心者であれば、あちこちで講座がありますので、参考にして対応できるの

ですが。石取りゲームや 9 路盤の他に何かアイデアがありましたら教えて頂き

たいと思います。 

 併せて囲碁って何？とか、囲碁の魅力って何？をうまく伝えられたらいいな

と思います。囲碁は陣取り合戦で、陣地の広さ（目数）を競うもの。日本では、

奈良時代にお隣の唐から伝えられ、平安時代には、貴族同士の遊びとして普及し

たようです。あの紫式部や清少納言も嗜んだとか。そういえば、NHK大河ドラマ

「光源氏」では、紫式部と弟の囲碁対局のシーンがありました（第三回）。  

 武士の時代、鎌倉、室町、戦国、江戸になると、映画やテレビで囲碁対局シー
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ンをよく見かけます。NHK大河ドラマの、あの篤姫（宮崎あおい）と幼馴染の小

松帯刀（永山永太）との対局は、大事な場面で、何回も映像となり心に深く残っ

ております。囲碁って何か不思議な魅力がありますよね。 

   
 


